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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】平成21年4月23日(2009.4.23)

【公開番号】特開2007-240720(P2007-240720A)
【公開日】平成19年9月20日(2007.9.20)
【年通号数】公開・登録公報2007-036
【出願番号】特願2006-60943(P2006-60943)
【国際特許分類】
   Ｇ０３Ｇ  15/36     (2006.01)
   Ｇ０３Ｇ  21/00     (2006.01)
   Ｈ０４Ｎ   1/00     (2006.01)
   Ｈ０４Ｎ   1/387    (2006.01)
   Ｈ０４Ｎ   1/23     (2006.01)
   Ｈ０４Ｎ   1/29     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０３Ｇ  21/00    ３８２　
   Ｇ０３Ｇ  21/00    ３８４　
   Ｈ０４Ｎ   1/00    　　　Ｃ
   Ｈ０４Ｎ   1/387   　　　　
   Ｈ０４Ｎ   1/23    １０３Ｃ
   Ｈ０４Ｎ   1/29    　　　Ｅ

【手続補正書】
【提出日】平成21年3月5日(2009.3.5)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　画像を形成する画像形成手段と、
　前記画像形成手段によって像担持体に形成された画像を記録媒体に転写する転写手段と
、
　前記像担持体に前記記録媒体よりも大きなサイズの画像を形成し、前記転写手段により
該記録媒体に余白を設けることなく画像を転写することが可能な画像形成装置において、
　前記記録媒体に余白を設けることなく画像を転写する場合に、前記画像形成手段によっ
て前記像担持体に形成される画像における、前記記録媒体の搬送方向に対応する該画像の
サイズを、前記記録媒体の種類に基づいて設定することを特徴とする画像形成装置。
【請求項２】
　前記記録媒体の種類を検知する検知手段を有し、
　前記記録媒体に余白を設けることなく画像を転写する場合に、前記検知手段による検知
結果に応じて、前記記録媒体の搬送方向における先端、後端に対応する画像のサイズを設
定することを特徴とする請求項１に記載の画像形成装置。
【請求項３】
　前記記録媒体に余白を設けることなく画像を転写する場合に、前記記録媒体の搬送方向
の後端に対応する画像のサイズを、前記記録媒体のサイズと同じになるように設定するこ
とを特徴とする請求項１または２に記載の画像形成装置。
【請求項４】
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　画像を形成する画像形成手段と、
　前記画像形成手段によって像担持体に形成された画像を記録媒体に転写する転写手段と
、
　前記像担持体に前記記録媒体よりも大きなサイズの画像を形成し、前記転写手段により
該記録媒体に余白を設けることなく画像を転写することが可能な画像形成装置において、
　前記記録媒体に余白を設けることなく画像を転写する場合に、前記画像形成手段によっ
て前記像担持体に形成される画像における、前記記録媒体の搬送方向と直交する方向に対
応する該画像のサイズを、前記記録媒体の種類に基づいて設定することを特徴とする画像
形成装置。
【請求項５】
　前記記録媒体の種類を検知する検知手段を有し、
　前記検知手段による検知結果に応じて、前記記録媒体の搬送方向に直交する方向の右端
、左端に対応する画像のサイズを設定することを特徴とする請求項４に記載の画像形成装
置。
【請求項６】
　画像を形成する画像形成手段と、
　前記画像形成手段によって像担持体に形成された画像を記録媒体に転写する転写手段と
、
　前記像担持体に前記記録媒体よりも大きなサイズの画像を形成し、前記転写手段により
該記録媒体に余白を設けることなく画像を転写することが可能な画像形成装置において、
　前記記録媒体に余白を設けることなく画像を転写する場合に、前記画像形成手段によっ
て前記像担持体に形成される画像における、前記記録媒体の搬送方向に対応する該画像の
サイズを、前記記録媒体の含有水分量に係る情報に基づいて変更することを特徴とする画
像形成装置。
【請求項７】
　画像を形成する画像形成手段と、
　前記画像形成手段によって像担持体に形成された画像を記録媒体に転写する転写手段と
、
　前記像担持体に前記記録媒体よりも大きなサイズの画像を形成し、前記転写手段により
該記録媒体に余白を設けることなく画像を転写することが可能な画像形成装置において、
　前記記録媒体に余白を設けることなく画像を転写する場合に、前記画像形成手段によっ
て前記像担持体に形成される画像における、前記記録媒体の搬送方向と直交する方向に対
応する該画像のサイズを、前記記録媒体の含有水分量に係る情報に基づいて変更すること
を特徴とする画像形成装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
　（１）画像を形成する画像形成手段と、前記画像形成手段によって像担持体に形成され
た画像を記録媒体に転写する転写手段と、前記像担持体に前記記録媒体よりも大きなサイ
ズの画像を形成し、前記転写手段により該記録媒体に余白を設けることなく画像を転写す
ることが可能な画像形成装置において、前記記録媒体に余白を設けることなく画像を転写
する場合に、前記画像形成手段によって前記像担持体に形成される画像における、前記記
録媒体の搬送方向に対応する該画像のサイズを、前記記録媒体の種類に基づいて設定する
ことを特徴とする画像形成装置。
　（２）画像を形成する画像形成手段と、前記画像形成手段によって像担持体に形成され
た画像を記録媒体に転写する転写手段と、前記像担持体に前記記録媒体よりも大きなサイ
ズの画像を形成し、前記転写手段により該記録媒体に余白を設けることなく画像を転写す
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ることが可能な画像形成装置において、前記記録媒体に余白を設けることなく画像を転写
する場合に、前記画像形成手段によって前記像担持体に形成される画像における、前記記
録媒体の搬送方向と直交する方向に対応する該画像のサイズを、前記記録媒体の種類に基
づいて設定することを特徴とする画像形成装置。
　（３）画像を形成する画像形成手段と、前記画像形成手段によって像担持体に形成され
た画像を記録媒体に転写する転写手段と、前記像担持体に前記記録媒体よりも大きなサイ
ズの画像を形成し、前記転写手段により該記録媒体に余白を設けることなく画像を転写す
ることが可能な画像形成装置において、前記記録媒体に余白を設けることなく画像を転写
する場合に、前記画像形成手段によって前記像担持体に形成される画像における、前記記
録媒体の搬送方向に対応する該画像のサイズを、前記記録媒体の含有水分量に係る情報に
基づいて変更することを特徴とする画像形成装置。
　（４）画像を形成する画像形成手段と、前記画像形成手段によって像担持体に形成され
た画像を記録媒体に転写する転写手段と、前記像担持体に前記記録媒体よりも大きなサイ
ズの画像を形成し、前記転写手段により該記録媒体に余白を設けることなく画像を転写す
ることが可能な画像形成装置において、前記記録媒体に余白を設けることなく画像を転写
する場合に、前記画像形成手段によって前記像担持体に形成される画像における、前記記
録媒体の搬送方向と直交する方向に対応する該画像のサイズを、前記記録媒体の含有水分
量に係る情報に基づいて変更することを特徴とする画像形成装置。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２７】
　ホストコンピュータ１００から送られた画像情報信号は、コントローラ２００により所
望サイズが得られるように処理され、露光情報信号に変換される。また、コントローラ２
００は、画像形成選択手段として、記録用紙の種類によって異なる画像形成条件を選択す
る。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３１】
　各感光体ドラム１１ａ、１１ｂ、１１ｃ、１１ｄ上に形成されたトナー画像は、一次転
写バイアス（本実施形態では＋４００Ｖの定電圧制御）により、中間転写ベルト１上に転
写される。一次転写バイアスは、中間転写ベルト１の背面に接している一次転写ローラ１
５ａ、１５ｂ、１５ｃ、１５ｄに一次転写バイアス源１６ａ、１６ｂ、１６ｃ、１６ｄか
ら印加される。なお、中間転写ベルト１と感光体ドラム１１ａ、１１ｂ、１１ｃ、１１ｄ
との近接または当接部分である各々の一次転写ニップにおいて、この転写が実施される。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３４】
　次に、記録用紙カセット５から給紙手段６により記録用紙Ｐが１枚取り出され、中間転
写ベルト１を挟持した分離ローラ１ｃと転写手段としての二次転写ローラ２との間の部分
である二次転写ニップ部に挿通される。
【手続補正６】
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【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４２】
　ここで、図３を用いて記録用紙種センサ６１（検知手段に相当）について説明する。記
録用紙種センサ６１は、記録用紙Ｐの表面性を読み取るための光を照射するＬＥＤ６１１
と、記録用紙Ｐの透過性を読み取るための光を照射するＬＥＤ６１６とを有する。また、
ＬＥＤ６１１による記録用紙Ｐの表面性を、光照射領域内を映像として読み取り出力する
ＣＭＯＳエリアセンサ６１２と、ＬＥＤ用レンズ６１３と、ＣＭＯＳエリアセンサ用レン
ズ６１４とを有する。さらに、ＬＥＤ６１６による記録用紙Ｐの透過性を、光照射領域内
を映像として読み取り出力するＣＭＯＳエリアセンサ６１８と、ＬＥＤ用レンズ６１７と
、ＣＭＯＳエリアセンサ用レンズ６１９とを有する。そして、透過ＬＥＤ光を拡散するた
めの拡散板６１５を有する。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４８】
　次に本発明における縁無し印字について説明する。本発明の特徴は、縁無し印字を実施
する場合、記録用紙先端と記録用紙後端で最適な残トナー量となるように、中間転写ベル
ト１上に形成するトナー画像の記録用紙先端と記録用紙後端で記録用紙に対してはみ出す
量を異なるように設定する点にある。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４９】
　ホストコンピュータ１００上の画像ファイルに対して、ユーザーが縁無し印字を選択し
た場合、コントローラ２００は選択されている記録用紙サイズに対して縁無し印字となる
ように画像をリサイズする。記録用紙Ｐに余白が生じることがないように、リサイズ後の
画像サイズは選択されている記録用紙サイズより若干大きくなるように設定される。図２
は中間転写ベルト１上に形成されるリサイズ後のトナー画像Ｔサイズと記録用紙Ｐのサイ
ズ（以下、単に記録用紙サイズとする）を表している。記録用紙先端部の記録用紙サイズ
よりも大きいトナー画像Ｔの記録用紙搬送方向の長さをＩｖ１とする。また、記録用紙後
端部の記録用紙サイズよりも大きいトナー画像Ｔの記録用紙搬送方向の長さをＩｖ２とす
る。また、記録用紙Ｐの記録用紙搬送方向の長さはＰｖである。図２に示すような額縁状
のトナー画像Ｔが無駄に消費される二次転写残トナーとなる。
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５６】
　図２は中間転写ベルト１上に形成されるリサイズ後のトナー画像サイズと記録用紙サイ
ズを表している。記録用紙左端部の記録用紙サイズよりも大きいトナー画像Ｔの記録用紙
搬送方向と垂直な方向の長さをＩｈ１とする。また、記録用紙右端部の記録用紙サイズよ
りも大きいトナー画像Ｔの記録用紙搬送方向と垂直な方向の長さをＩｈ２とする。また、
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記録用紙Ｐの記録用紙搬送方向と垂直な方向の長さはＰｈである。図２に示すような額縁
状のトナー画像Ｔが無駄に消費される二次転写残トナーとなる。
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６１】
　記録用紙カセット５に、記録用紙Ｐの含有水分量を検知する水分センサ５１を設けるこ
とを特徴とする。
【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７５】
１　　　中間転写ベルト
１ａ　　駆動ローラ
２　　　二次転写ローラ（転写手段に相当）
５　　　記録用紙カセット
６　　　給紙手段
７　　　搬送手段
８　　　排紙トレイ
１１ａ、１１ｂ、１１ｃ、１１ｄ　感光体ドラム（像担持体に相当）
１３ａ、１３ｂ、１３ｃ、１３ｄ　スキャナー（画像形成手段に相当）
１５ａ、１５ｂ、１５ｃ、１５ｄ　１次転写ローラ
５１　　水分センサ
５２　　温湿度センサ
６１　　記録用紙種センサ（検知手段に相当）
１００　ホストコンピュータ
２００　コントローラ
Ｐ　　　記録用紙（記録媒体に相当）
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